
〔畑作関係 〕

1 大 豆紫斑病の防除対策 〔農試病害虫科 )

( 1 )背 景とねらい

転換畑で多発生する大豆紫斑病については試験年次が浅いが、その防除法について知見を得

たので指導上の参考に供したい。

( 2 ) 技術 内 容         ｀

1)本 病の伝染経路や、多発生の環境条件には不明の点が多いが、これまでに得られた結果か

ら次のように要約できる。                              ヽ

① 躍 病種子をそのまま播極すると、不発芽や発芽障害を生じ、初期生育が著しく遅廷する。

② こ のことから以後の生育量も劣り、分枝放、着薬数が少なく、収量も減少する。

③ 収 穫時期が遅れたり、収穫物を脱穀しないで長く放置すると、種子の発病が助長される。

④ 転 換畑では一般に普通畑に比較して発病が多い。

③ 品 種により発病程度に差があるが、これは品種本来の抵抗性の差異によるものよりも、

むしろ登熟期の環境条件の差異にもとづく場合が多い。一般に発生の適温時に登熱する早

生種で多発し、晩生種で少発生であるが、しかし、発生に好通した環境下では晩生極でも

多発生する。

2)薬 剤による防除法

本病は極子消拳と、ま業散布によってほぼ完全に防除することができる。

① 種 子消毒法

チュウラム。ペノミル水和剤 (商品名ベンレートT水和剤20)を 極子重量のQ2～ a4

%粉衣するか、チュウラム oチオフアネートチル水和剤 (商品名ホーマイ水和剤 )を種子

重量のα5%粉 衣する(登録基準による∂。

② 薬 剤散布法

若薬期～子実肥大期にかけて約 10日 間隔で2回次のいずれかの薬剤を散布する。

l      iチオフアネ猛常!f子言留留署押;二|;こ舌筈‖号培稔桂
500倍〕10a当180形散布

但し、散布時期は子実肥大期に達してからでも有効であるので、蒸が緑色を塁している間

に散布を終了する。
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く0 ナ 指導 卜, の留意 点

1)粧 施駐了卜Rサ1′」“モtr秘 ,式‖ィ7じfよ名効 ごあてぃつ G、必ず実施する。この場合種子紛衣は

乾いた種子に対して実施し、ぬれた哲了Fは 行ゎないこと。

2)マ メシンクイガの防除適ナ朝は例年 8月下旬であるので、本病と同時防除が可能である。

3)収 穫時郷〕が遅延 L′たり、収確後林を風雨にさらしておくと、太内で睡子の発病が進むので、

通期収穫と、脱穀作業は早めに美施する。

4)被 害茎裟を1可場に残すと、次年度の伝染源となる。

( 4 1 )試 験 成績の概要                        ―

1)昭 和 54年 度の発生状況

客
(紫斑病 )n=29(普 通畑 )

=2T(転 換畑 )
t5～ 10株 調査

図 1.収 穫期における発生実態 (1979
注 ,各病害虫防除所管内

2)種 子泊講、基葉故布の効果試験

表 i 椛 病祉子の消毒効果 <ポ ント調験 )
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表 2 罹 病狂子の消毒効果 (ほ場試験 6月 22日 調査 )
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表 3 薬 身の病斑形成状況

表4 成 熟j91における紫斑病粒発生状況

9月 21日 調査 )
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表 5 収 量に及ぼす影響
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図2 茎 葵散布による防除効果の比較 (10月 15日 調査 )
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4)成 熟期における薬剤散布の効果

室内試験 (20℃ )

9月28～ 10月 7日

薬剤処理 :9月 28日

供試薬数 :30ョ
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図 3 成 熟期における薬剤散布の効果
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5)品 種 と発病の関係

な場における発病

の実態
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表 6 定 時期における品純の早晩と発病状況

留熱穂順寄
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(9月 28日 各品樋 20薬 調査 )
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表 7 晩 生品種の加温加湿処理と予実の発病

:i 室
内放協区 (12～ 21c) 加温加湿区 (20℃ 湿室 )
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注 : 爽 の熟色はいずれも綱色
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図 6 病 斑形成爽の加温 ・加湿処理と極子の発病
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